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令和６年度
一般会計・特別会計予算を可決

　２月13日に市長から、令和６年度宝塚市一般会計予算および
６件の特別会計予算が提案されました。
　予算特別委員会で慎重審査の上、３月26日の本会議において、
全ての予算案が可決されました。
　予算規模は、 905.5億円と過去最大で、財政調整基金取り崩
し額は、19.8億円となっています。一般会計予算では、市制70
周年を市民と共に喜び祝う事業が盛り込まれました。

民生費 　
【長期休業期間の放課後児童クラブ】
問　以前より課題の開所時間前倒し
が、実現されないのはなぜか。

答　一番の課題は人員不足。支援を
要する児童が増え、加配補助員
の欠員補充もままならない現状。

衛生費
【火葬場火葬炉更新計画】
問　炉の更新と指定管理者制度の導
入についての考えは。

答　運営しながらの修繕には数年か
かる。炉の改修と運営方法の見
直しは同時に行う必要があるた
め、近隣市の動向を注視する。

総務費
【移動手段確保のための実証実験】
問　地域公共交通事業検証を山本お
よび安倉で実施する理由は。

答　路線バス減便等の影響で市立病
院への通院に大きな支障が出て
いるため。

商工費
【特色ある観光・誘客事業】
問　本市の持つユニークなコンテン
ツで他自治体と一線を画す特色
ある取り組みに挑戦してほしい。

答　本市は手塚治虫、宝塚歌劇、温
泉などのコンテンツが住宅地と
共存する特殊性があり、高付加
価値を狙った戦略を取るべき。
地域の食、景色、行事などを生
かした取り組みに挑戦したい。

土木費
【官民連携まちなか再生事業】
問　国の補助金を受けて行うこの事
業の実施期間は。

答　持続可能な都市づくりとして官
民が連携した自立自走型の組織
を目指している。10年かかって
もできない可能性もあるが取り
組む意義がある。その一定の区
切りとして５年で準備会が立ち
上がればよいと考えている。

教育費
【中学校部活動地域移行】
問　令和６年度の計画は。学校、外
部指導員、スポーツ関係者への
説明は。

答　サッカー、剣道、柔道、バレー
ボールなど６つを移行する計画。
各学校には、令和５年11月から
説明と意見聴取を行った。今後、
保護者や子ども、地域にも意見
を求め、オール宝塚で取り組む。

介護保険事業費
【地域包括支援センター】
問　相談内容の複雑化等に対応する
ため人員強化するとのことだが、
その内容と困難事例への対応は。

答　新年度当初から、専門性を持っ
た人員を配置。困難事例には、
市職員が密に連携し対応する。

〈 一 般 会 計 予 算 に 反 対 〉
本市財政構造は今後も硬直化が続くと言われ、持続可能
な状態にするのは極めて難題である。新ごみ処理施設建
設や市立病院の経営支援・建て替え問題が財政に大きな
影響を与えるにもかかわらず、新たな発想や方法でこの
難局を乗り越える覚悟が感じられず危機感がない。市民
に正しく情報を開示・共有し持続可能な予算編成を望み
反対する。

〈 一 般 会 計 予 算 に 賛 成 〉
今回の予算では、長年の大きな課題である北部地域合併
処理浄化槽補助の拡充、ＪＲ武田尾駅エレベーター設置、
体育館への空調設置などに前進があり、これにブレーキ
をかけてはいけない。だが、審査では制度設計のあらが
目立ち事業実施への課題を感じた。決算時にばらまき予
算だったと言われないよう、答弁したことの確実な実施
を求め賛成する。

〈 介 護 保 険 ・ 後 期 高 齢 者 医 療 予 算 に 反 対 〉
議案第４号介護保険事業費予算は、基金を取り崩し低所
得者の負担を軽減したが、一方で全ての段階の保険料が
上がる。誰もが安心してサービスを受けられ、支払える
保険料に引き下げるべき。
議案第５号後期高齢者医療事業費予算については、均等
割額、所得割率も増となる。年齢で別枠の医療保険に囲
い込み、負担増を強いるこの制度に反対する。

〈 一 般 会 計 予 算 に 反 対 〉
財源の見通しが非常に厳しいにもかかわらず十分なコス
ト意識を持たない予算編成である。市制70周年記念事業
でも、翌年度以降の知名度向上や集客につなげる持続可
能性が掘り下げられていない。新規事業を立ち上げるに
は、廃止する事業に代わり立ち上げることを客観的に説
明できなければならないが、十分ではない。以上により
反対する。

問　令和９年度までで24億円の経費削減目安額が示されている
が、恒常的な経費をどう削減するのか。

答　歳入では、行事参加費の見直し、公有財産の売却や利活用、
特定目的基金の計画的な活用などを考えたい。歳出では、
事業見直し、公民連携、民営化を行いたい。

問　市制70周年の新規事業立ち上げには、その財源に相当する
事業を廃止、見直しすべきだったのでは。子ども医療費助
成拡充にふるさと納税の基金が充当されたが、本来は事業
の廃止、見直しによる安定した財源を充てるべきでは。

答　継続する事業には安定した財源を充てるのが原則と考える。
今回の事業検証では十分な効果額が出ていないが、引き続
き事業を見直し、財源を生み出す必要があると考える。

問　施政方針に、子どもたちの笑顔があふれるまちと掲げてい
るが、待機が生じ地域児童育成会に入れないと市民は泣い
ている。この実態をどう考えるのか。

答　待機児童に対応する予算も組んでいる。経済的支援も１つ
だが、本市は自校炊飯でのおいしい給食の提供など特色あ
る取り組みをしており、本市らしい施策に取り組みたい。

一般会計 総括質疑

特別会計

予算特別委員会委員（◎委員長、〇副委員長）
（後列左から）�坂本篤史、中野正、みとみ智恵子、末永やよい 

大島千都世、中山ゆうすけ、桑原健三郎
（前列左から）�北山照昭、◎浅谷亜紀、〇村松あんな、北野聡子 

川口じゅん

民生費
46.6%

教育費
12.8%

総務費
10.0%

衛生費
9.2%

土木費
8.3%

公債費
8.0%

商工費
0.6%

消防費
3.3%

議会費
0.6%

その他
0.6%

歳　出

905.5 億円
100.0%

一般会計（歳出）
目的別構成比

宝塚市の予算の
詳細はこちら

予算特別委員会の
議論の概要はこちら

予算特別委員会の
録画配信はこちら

各会計別歳入歳出予算額
会計名 令和6年度 令和5年度 増減額 対前年度比

一般会計（A） 905億5千万円 884億円 21億5千万円 102.4％
特別会計（B） 509億6,186万8千円 515億5,397万9千円 △5億9,211万1千円 98.9％

　

国民健康保険事業費 220億6,720万円 226億2,930万円 △5億6,210万円 97.5％
国民健康保険診療施設費 1億3,130万円 1億5,950万円 △2,820万円 82.3％
介護保険事業費 232億6,180万円 235億9,980万円 △3億3,800万円 98.6％
後期高齢者医療事業費 51億4,020万円 48億880万円 3億3,140万円 106.9％
財産区（※） 8,352万9千円 1億2,811万1千円 △4,458万2千円 65.2％
宝塚市営霊園事業費 2億7,783万9千円 2億2,846万8千円 4,937万1千円 121.6％

計（Ａ）+（Ｂ） 1,415億1,186万8千円 1,399億5,397万9千円 15億5,788万9千円 101.1％

※令和6年度当初予算より各財産区特別会計を１つに統合しています。

本会議での議決結果
議　案　名 審議結果

令和６年度宝塚市一般会計予算 可決 （賛成多数）
令和６年度宝塚市特別会計国民健康保険事業費予算 可決 （全員一致）
令和６年度宝塚市特別会計国民健康保険診療施設費予算 可決 （全員一致）
令和６年度宝塚市特別会計介護保険事業費予算 可決 （賛成多数）
令和６年度宝塚市特別会計後期高齢者医療事業費予算 可決 （賛成多数）
令和６年度宝塚市特別会計財産区予算 可決 （全員一致）
令和６年度宝塚市特別会計宝塚市営霊園事業費予算 可決 （全員一致）

本会議での各議員の賛否（賛成=○、反対=×）
会派名 たからづか真政会 公明党議員団 日本維新の会�

宝塚市議団 市民ネット宝塚 ともに生きる
市民の会

日本共産党
宝塚市会議員団 無所属 無所属 無所属
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友
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一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×
介護保険事業費予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○
後期高齢者医療事業費予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

◇議長（冨川晃太郎議長）の表決権について　議事は、原則として出席議員の過半数で決定しますが、議長はその表決に加わることができません。賛成と反対が同数となったときは、議長が決定します。

■委員会での主な質疑■

■委員会での討論■
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【
公
共
交
通
に
つ
い
て
】

問　

市
立
病
院
な
ど
へ
の
移

動
手
段
の
確
保
の
進
捗
状
況
は
。

答　

令
和
６
年
度
に
市
立
病

院
や
公
共
施
設
、
商
業
施
設
な

ど
へ
の
移
動
手
段
を
導
入
す
る

た
め
の
実
証
実
験
を
実
施
す
る
。

地
域
の
利
用
実
態
や
課
題
把
握

を
行
い
、
本
格
運
行
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
い
く
。

問　

売
布
山
手
地
域
で
行
う

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の
実

証
実
験
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

答　

山
手
住
宅
地
域
で
は
高

齢
化
の
進
行
で
バ
ス
停
ま
で
歩

く
こ
と
が
困
難
な
方
や
免
許
返

納
者
等
交
通
弱
者
の
移
動
手
段

の
確
保
が
課
題
。
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
た
実
証
実
験
で
現
行
の
路
線

バ
ス
か
ら
の
転
換
を
検
討
す
る
。

【
待
機
児
童
対
策
】

問　

子
育
て
世
代
に
選
ば
れ

る
ま
ち
の
実
現
に
は
、
利
用
者

目
線
に
よ
る
待
機
児
童
対
策
の

見
直
し
が
不
可
欠
で
は
な
い
か
。

答　

共
働
き
世
帯
の
増
加
や

働
き
方
の
多
様
化
、
子
育
て
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
伴
い

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
希

望
が
増
え
て
い
る
。
多
種
多
様

化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
福
祉
分
野
の
専
門
職
不
足
】

問　

障
が
い
者
相
談
支
援
に

お
い
て
も
専
門
職
が
不
足
し
て

い
る
が
、
市
の
対
応
は
。

答　

新
た
に
相
談
支
援
専
門

員
を
増
員
し
た
市
内
事
業
者
に
、

人
件
費
の
２
分
の
１
を
令
和
５

年
度
か
ら
補
助
し
て
い
る
。

問　

現
在
の
予
算
額
は
２
人

分
ほ
ど
し
か
な
い
。
予
算
以
上

の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
次
年

度
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
ら

な
い
よ
う
対
応
し
て
ほ
し
い
が
。

答　

事
業
所
で
の
相
談
支
援

員
の
不
足
状
況
等
を
確
認
し
な

が
ら
対
応
を
検
討
す
る
。

【
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制
度

の
拡
充
】

問　

恒
久
的
な
財
源
確
保
は

難
し
い
。
乳
幼
児
等
医
療
費
助

成
制
度
拡
充
を
継
続
す
る
た
め

に
も
、
市
制
70
周
年
を
機
に
思

い
切
っ
て
全
て
の
事
業
を
横
並

び
に
し
、
優
先
順
位
を
つ
け
て

見
直
す
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

答　

限
り
あ
る
経
営
資
源
の

適
正
な
配
分
は
重
要
で
あ
り
、

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
の
取

り
組
み
を
一
層
強
化
し
て
い
く
。

【
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
住
み
続

け
た
い
ま
ち
】

問　

包
括
的
な
相
談
支
援
体

制
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

答　

地
域
の
抱
え
る
複
合
課

題
や
制
度
の
は
ざ
ま
の
問
題
を

受
け
止
め
る
た
め
、
相
談
者
や

そ
の
家
族
に
係
る
関
係
機
関
が

連
携
し
、
情
報
交
換
や
必
要
な

支
援
体
制
を
検
討
す
る
会
議
を

令
和
６
年
度
に
設
置
す
る
予
定
。

問　

そ
の
具
体
的
な
内
容
は
。

答　

設
置
予
定
の
支
援
会
議

で
は
構
成
員
に
守
秘
義
務
を
設

け
る
こ
と
で
相
談
者
本
人
の
同

意
が
な
く
て
も
構
成
員
同
士
で

相
談
者
の
情
報
を
共
有
で
き
、

必
要
な
支
援
体
制
の
検
討
を
円

滑
に
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

思い切った全事業の見直しは
持続可能な取り組みを強化

公明党議員団
三宅　浩二

【
地
域
包
括
ケ
ア
の
強
化
を
】

問　

持
続
可
能
な
地
域
医
療

提
供
体
制
の
確
保
と
は
何
か
。

答　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
に
お
い
て
市
立
病
院
が
安
全

で
質
の
高
い
急
性
期
医
療
を
継

続
し
て
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。

在
宅
患
者
の
急
変
時
に
お
け
る

救
急
の
受
け
入
れ
体
制
強
化
と

急
性
期
を
脱
し
た
患
者
の
適
切

な
時
期
の
転
院
に
向
け
、
関
係

機
関
と
の
連
携
強
化
を
進
め
る
。

問　

高
齢
化
の
進
行
に
よ
る

在
宅
医
療
の
増
加
に
伴
い
懸
念

さ
れ
る
課
題
へ
の
市
の
考
え
は
。

答　

在
宅
医
療
に
は
限
界
が

あ
り
、
医
療
機
関
が
提
供
す
る

医
療
と
の
役
割
の
整
理
が
必
要

で
あ
る
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
在
宅
生
活
を
送
る
た

め
に
は
、
医
療
と
介
護
の
連
携

が
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

問　

介
護
職
不
足
に
よ
る
サ

ー
ビ
ス
の
質
・
量
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
る
。
人
材
確
保
策
は
。

答　

事
業
者
と
意
見
交
換
を

行
い
、
人
材
確
保
に
努
め
る
。

問　

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
に

必
要
と
す
る
多
様
な
職
種
の
連

携
と
情
報
共
有
の
取
り
組
み
は
。

答　

専
門
職
に
よ
る
宝
塚
市

７
病
院
地
域
連
携
連
絡
会
や
３

つ
の
若
葉
を
育
て
る
会
、
市
が

設
置
し
た
医
療
・
介
護
従
事
者

に
よ
る
会
議
体
で
意
見
交
換
や

情
報
共
有
を
行
っ
て
い
る
。
引

き
続
き
、
取
り
組
み
を
進
め
る
。

【
業
務
量
増
加
へ
の
対
策
を
】

問　

職
員
確
保
が
困
難
と
な

り
、
20
年
後
の
年
間
業
務
量
は

一
人
当
た
り
20
％
増
加
す
る
見

込
み
。
今
回
の
組
織
体
制
の
見

直
し
に
、
業
務
量
の
可
視
化
や

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
視
点
が
欠
け

て
い
る
の
で
は
。

答　

全
体
像
の
大
枠
を
捉
え

て
検
討
し
、
職
員
の
理
解
と
士

気
確
保
に
向
け
対
応
し
た
い
。

【
病
院
建
設
に
よ
る
財
源
不
足
】

問　

建
設
費
用
を
見
込
ん
だ

試
算
で
は
、
令
和
10
～
14
年
度

に
１
１
０
億
～
１
２
０
億
円
程

度
の
収
支
不
足
が
予
測
さ
れ
る

が
、
現
時
点
の
市
の
想
定
は
。

答　

同
様
の
不
足
を
想
定
。

問　

準
備
段
階
で
市
立
病
院

が
資
金
不
足
に
陥
る
可
能
性
が

あ
る
。
リ
ス
ク
回
避
の
考
え
は
。

答　

収
支
見
通
し
で
は
、
令

和
６
年
度
か
ら
最
大
19
年
度
ま

で
資
金
不
足
が
生
じ
る
。
病
院

事
業
の
資
金
不
足
を
悪
化
さ
せ

な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
今

後
の
状
況
に
応
じ
協
議
す
る
。

【
建
設
技
術
の
維
持
と
継
承
を
】

問　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
は
。

答　

総
合
管
理
計
画
の
改
定

や
長
寿
命
化
計
画
の
見
直
し
等

と
並
行
し
て
作
成
を
進
め
た
い
。

問　

建
設
業
の
倒
産
件
数
増

加
や
高
齢
化
の
進
行
等
に
よ
り
、

技
術
継
承
が
困
難
に
な
る
。
公

共
施
設
等
の
今
後
も
踏
ま
え
、

建
設
業
界
と
共
に
地
域
全
体
の

技
術
力
維
持
に
取
り
組
む
べ
き
。

答　

状
況
を
注
視
し
、
市
内

事
業
者
の
受
注
機
会
確
保
に
配

慮
し
つ
つ
、
育
成
等
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

予測困難な時代のリスクとは
働き手不足で事業継続困難に
たからづか真政会
大川　裕之

　市議会では、２月26日、27日の２日間、各会派を代

表する６人の議員が、市長の施政方針や新年度予算の

内容、考え方を問う代表質問を行いました。

◆�各ページに掲載した二次元コードから、代表質
問の録画配信ページがご覧いただけます。

代
表
質
問
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
、
山
﨑
晴
恵

市
長
の
施
政
方
針
演
説
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

１　子どもたちの笑顔があふれるまち
２　誰もがいつまでも住み続けたいまち
３　様々な人が手を取り合う、魅力溢れるまち

市政運営の基本方針

令和６年度の主要な施策

１　都市経営
・室制度の見直し
・�職員の広報マインドとスキ
ルアップ

・�更なる公共施設マネジメン
トの推進

・�市制70周年記念式典開催

４　子ども・教育
・�地域児童育成会長期休業期
間中の開所時間前倒しに向
けて

・�保育士就職支援事業の開始
・�部活動の地域移行をモデル
実施

５　環境
・�「宝塚市パークマネジメン
ト計画」事業計画案の作成

・�新ごみ処理施設の整備工事
・火葬場火葬炉の更新工事
・�合併処理浄化槽の新規設置
に関する補助金を50人槽ま
で拡充

６　観光・産業・文化
・�宝塚温泉とウィルキンソン
タンサンを活用した市民参
加型のイベント

・�「宝塚だんじりパレード」
を再開

２　安全・都市基盤
・�自動録音電話機などの購入
に対する補助制度

・機動救急隊を発隊
・�売布山手地域においてＡＩ
オンデマンド交通の実証実
験

３　健康・福祉
・�骨髄または末梢血幹細胞を
提供したドナーに対する補
助制度

・�市立病院東病棟の大規模改
修工事

←
施
政
方
針
の

全
文
は
こ
ち
ら

たからづか真政会
・地域包括ケアの強化を
・業務量増加への対策を
・病院建設による財源不足
・建築技術の維持と継承を

公明党議員団
・公共交通について
・待機児童対策
・福祉分野の専門職不足
・�乳幼児等医療費助成制度の拡充
・�誰もがいつまでも住み続けたい
まち

日本維新の会宝塚市議団
・市政運営の基本方針
・予算規模について
・�市立病院等への移動手段確保や
バス路線減便等対策
・�北部地域の新設合併処理浄化槽
補助対象の拡充

市民ネット宝塚
・子育て世代に選ばれるまち
・地域児童育成会
・�市制70周年記念市民活動支援補
助金
・パークマネジメント計画
・持続可能な地域医療

ともに生きる市民の会
・女性のための相談窓口
・災害対策
・介護の担い手不足問題
・�放課後児童クラブの待機解消対
策
・いじめ・不登校対策

日本共産党宝塚市会議員団
・平和施策推進
・特別養護老人ホーム
・補聴器購入助成
・放課後児童クラブ
・バス路線改編
・奨学金返済苦

問質表代

針

方

政

施
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【
市
政
運
営
の
基
本
方
針
】

問　

行
財
政
経
営
方
針
の
３

カ
年
の
課
題
は
。

答　

令
和
６
年
度
予
算
も
財

政
調
整
基
金
を
多
く
取
り
崩
す

厳
し
い
財
政
運
営
の
見
込
み
。

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
強
化
や

ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル

ド
の
意
識
強
化
を
図
り
、
適
切

な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
下
、
成
果

や
客
観
的
な
根
拠
に
基
づ
く
施

策
・
事
業
へ
の
適
正
な
資
源
配

分
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

問　

事
業
検
証
の
成
果
と
今

後
の
運
営
方
針
に
つ
い
て
は
。

答　

適
切
な
指
標
で
の
成
果

の
把
握
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視

点
で
検
証
し
改
革
意
識
の
醸
成

等
を
図
れ
た
が
、
効
果
額
は
単

年
度
当
た
り
約
３
億
２
千
万
円

と
不
十
分
だ
っ
た
。
社
会
情
勢

等
の
変
化
を
踏
ま
え
、
今
後
も

事
務
事
業
見
直
し
に
取
り
組
む
。

意
見　

市
は
、
急
激
な
社
会

構
造
の
変
化
に
つ
い
て
説
明
責

任
を
果
た
す
だ
け
で
な
く
、
市

民
や
地
域
に
本
市
の
存
在
意
義

を
明
ら
か
に
し
、
日
々
の
暮
ら

し
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
価

値
を
創
造
す
る
、
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
経
営
方
針
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

【
予
算
規
模
に
つ
い
て
】

問　

健
全
な
財
政
運
営
に
取

り
組
み
、
成
果
重
視
の
行
財
政

経
営
へ
転
換
す
る
た
め
の
課
題

は
。答　

限
ら
れ
る
経
営
資
源
を

適
切
に
配
分
し
、
根
拠
に
基
づ

く
適
切
な
評
価
で
事
業
を
適
宜

見
直
す
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

意
見　

財
政
調
整
基
金
は
令

和
５
年
３
月
補
正
で
の
22
・
３

億
円
の
取
り
崩
し
に
よ
り
、
令

和
６
年
度
予
算
編
成
時
点
で
標

準
財
政
規
模
の
10
％
を
下
回
る
。

職
員
や
市
民
は
こ
の
財
政
課
題

を
同
じ
よ
う
に
認
識
す
る
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
る
。

【
市
立
病
院
等
へ
の
移
動
手
段

確
保
や
バ
ス
路
線
減
便
等
対
策
】

問　

実
証
実
験
に
向
け
た
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

令
和
5
年
度
内
に
事
業

者
を
選
定
し
、
国
の
補
助
金
の

内
示
以
降
に
契
約
。
地
域
に
周

知
を
図
り
、
10
月
ご
ろ
か
ら
２

カ
月
程
度
の
試
行
実
施
を
予
定
。

【
北
部
地
域
の
新
設
合
併
処
理

浄
化
槽
補
助
対
象
の
拡
充
】

問　

拡
充
で
新
規
開
業
を
促

し
定
住
等
の
誘
因
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
が
、
市
街
化
調

整
区
域
で
の
煩
雑
な
開
業
手
続

き
、
維
持
管
理
費
用
な
ど
、
民

間
投
資
を
呼
び
込
む
に
は
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
の
で
は
。

答　

50
人
槽
の
設
置
費
用
１

千
万
円
の
う
ち
、
２
５
０
万
円

程
度
補
助
で
き
る
想
定
。
北
部

地
域
定
住
等
に
は
、
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
が
課
題
。
住
民
も
自
主

的
に
空
き
家
対
策
等
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
新

た
な
に
ぎ
わ
い
の
創
造
が
必
要
。

意
見　

活
性
化
の
た
め
、
市

の
組
織
横
断
的
な
情
報
共
有
が

必
要
。
成
功
事
例
が
で
き
れ
ば

人
は
来
る
。
そ
の
た
め
に
何
が

必
要
か
考
え
て
ほ
し
い
。

健全で持続可能な財政運営を
経営資源の適正配分等が重要
日本維新の会宝塚市議団
池田　光隆

【
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま

ち
】問　

本
市
が
積
み
上
げ
て
き

た
取
り
組
み
の
評
価
と
課
題
は
。

答　

「
第
２
期
夢
・
未
来　

た
か
ら
づ
か
創
生
総
合
戦
略
」

の
基
本
目
標
に
基
づ
き
、
乳
幼

児
等
医
療
費
助
成
の
拡
充
、
保

育
需
要
に
応
じ
た
受
け
入
れ
枠

の
拡
充
、
演
劇
の
手
法
を
活
用

し
た
自
己
表
現
力
向
上
事
業
、

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
の
導

入
等
を
進
め
て
き
た
。

評
価
と
し
て
は
、
20
歳
未
満
、

30
歳
代
の
転
入
超
過
が
続
い
て

い
る
一
方
、
２
０
２
２
年
の
本

市
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
１
・

15
と
国
や
県
の
平
均
を
下
回
る

こ
と
、
20
歳
代
の
大
幅
な
転
出

超
過
が
課
題
と
考
え
る
。

【
地
域
児
童
育
成
会
】

問　

待
機
の
現
状
と
対
策
は
。

答　

多
く
の
児
童
が
待
機
と

な
る
見
込
み
。
民
間
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
早
期
設
置
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
待
機
と
な
る

家
庭
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
Ｆ
Ｓ
Ｃ
）
事
業
や

児
童
館
な
ど
を
案
内
し
て
い
る
。

問　

新
１
年
生
が
入
れ
な
い
、

新
２
年
生
が
退
会
さ
せ
ら
れ
る

状
況
は
市
の
責
任
。
Ｆ
Ｓ
Ｃ
利

用
家
庭
に
補
助
は
で
き
な
い
か
。

答　

検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

【
市
制
70
周
年
記
念
市
民
活
動

支
援
補
助
金
】

問　

１
年
限
り
・
70
組
・
「

10
万
円
お
渡
し
し
ま
す
」
と
い

う
事
業
で
何
を
目
指
す
の
か
。

答　

経
費
を
補
助
す
る
こ
と

で
市
民
活
動
が
活
性
化
さ
れ
、

市
民
の
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
画

す
る
気
持
ち
を
未
来
に
つ
な
ぐ
。

問　

審
査
基
準
と
体
制
は
。

答　

市
制
70
周
年
を
祝
う
内

容
で
、
実
現
可
能
性
、
安
全
性
、

適
格
性
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

審
査
会
は
職
員
で
構
成
す
る
。

意
見　

識
者
や
市
民
の
代
表

が
入
る
審
査
会
は
な
く
、
市
の

後
援
名
義
が
使
え
る
な
ど
、
従

来
の
補
助
金
と
公
平
性
を
欠
く
。

公
益
性
を
問
わ
な
い
補
助
金
で

ば
ら
ま
き
感
が
否
め
な
い
。

【
パ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
】

問　

公
園
の
主
役
で
あ
る
子

ど
も
や
保
護
者
の
参
画
は
。

答　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
ご

と
に
公
園
区
を
設
け
、
地
域
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
整
備
計
画
を
決

め
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
で
声
を
聞
き
た
い
。

意
見　

ド
ッ
グ
ラ
ン
や
プ
レ

ー
パ
ー
ク
も
検
討
を
。

【
持
続
可
能
な
地
域
医
療
】

問　

市
立
病
院
経
営
強
化
プ

ラ
ン
の
概
要
は
。

答　

総
務
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
き
、
４
年
間
を
計
画

期
間
と
す
る
プ
ラ
ン
を
４
月
に

策
定
。
そ
の
中
で
新
病
院
整
備

の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
す
。

問　

令
和
５
年
度
の
補
正
予

算
で
８
億
円
の
基
準
外
繰
入
、

令
和
６
年
度
は
３
億
円
の
赤
字

予
算
。
経
営
見
通
し
は
。

答　

改
修
工
事
の
た
め
１
病

棟
の
閉
鎖
が
令
和
７
年
度
上
半

期
ま
で
続
く
。
そ
の
後
病
床
を

増
や
し
予
算
を
黒
字
化
し
た
い
。

こどもまんなか社会の実現は
まち全体で意識の醸成を図る

市民ネット宝塚
寺本　早苗

【
女
性
の
た
め
の
相
談
窓
口
】

問　

女
性
支
援
新
法
に
基
づ

き
設
置
さ
れ
る
相
談
窓
口
だ
が
、

配
置
す
る
女
性
支
援
員
の
人
数

と
雇
用
形
態
は
。

答　

会
計
年
度
任
用
職
員
と

し
て
１
名
を
雇
用
す
る
。

問　

女
性
の
困
難
は
社
会
構

造
の
問
題
。
複
雑
多
岐
に
わ
た

る
問
題
が
女
性
に
は
あ
り
、
相

談
員
に
は
専
門
的
知
識
、
資
質

が
必
要
。
研
修
も
欠
か
せ
な
い
。

相
談
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

こ
と
も
考
え
、
複
数
配
置
を
し

て
も
ら
い
た
い
が
。

答　

既
存
の
Ｄ
Ｖ
相
談
室
に

は
経
験
十
分
で
ス
キ
ル
の
高
い

職
員
を
配
置
し
て
い
る
の
で
、

連
携
を
取
り
な
が
ら
支
援
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

【
災
害
対
策
】

問　

避
難
所
の
ト
イ
レ
、
性

暴
力
防
止
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
避
難
所
運
営
に
は
最
低
３

割
、
女
性
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

防
災
担
当
課
に
も
女
性
の
視
点

が
必
須
だ
が
本
市
の
現
状
は
。

答　

総
合
防
災
課
の
女
性
割

合
は
18
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
全
国

平
均
よ
り
わ
ず
か
に
高
い
。
女

性
職
員
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら

業
務
を
進
め
て
い
る
。

意
見　

東
日
本
大
震
災
で
多

く
の
犠
牲
が
生
じ
た
障
が
い
者

を
守
る
こ
と
や
ヘ
イ
ト
を
あ
お

る
デ
マ
へ
の
注
意
も
重
要
だ
。

【
介
護
の
担
い
手
不
足
問
題
】

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
機
能
強
化
は
。

答　

令
和
６
年
度
は
、
４
カ

所
に
各
１
名
を
増
員
す
る
予
定
。

問　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
す
た
め
に
、
訪
問
介
護
は
欠

か
せ
な
い
。
ヘ
ル
パ
ー
の
高
齢

化
、
人
手
不
足
の
状
況
は
。

答　

市
内
事
業
所
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
91
人
が
不
足
。
ま

た
50
歳
以
上
の
ヘ
ル
パ
ー
が
７

割
を
占
め
て
い
る
。

意
見　

訪
問
介
護
報
酬
引
き

下
げ
に
よ
り
、
離
職
に
拍
車
が

か
か
る
こ
と
は
明
白
。
市
が
介

護
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

か
ら
撤
退
す
る
の
は
許
せ
な
い
。

【
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機

解
消
対
策
】

問　

定
員
80
人
を
超
え
た
ら

民
間
で
対
応
す
る
方
針
だ
が
、

事
業
者
に
経
営
リ
ス
ク
を
負
わ

せ
る
こ
と
に
な
る
。
市
の
育
成

会
で
は
で
き
な
い
の
か
。

答　

場
所
の
確
保
、
支
援
員

の
確
保
と
い
う
２
つ
の
課
題
が

あ
り
、
全
て
を
市
の
育
成
会
で

対
応
す
る
の
は
困
難
。

【
い
じ
め
・
不
登
校
対
策
】

問　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
ど
う
評
価
す
る
か
。

答　

社
会
福
祉
の
専
門
家
が
、

学
校
だ
け
で
は
対
処
し
き
れ
な

い
課
題
に
対
し
適
切
な
支
援
へ

と
つ
な
げ
て
い
る
。
教
職
員
の

指
導
力
、
対
応
力
の
た
め
研
修

も
行
っ
て
い
る
。

意
見　

教
育
現
場
に
福
祉
の

目
が
入
る
こ
と
で
学
校
が
変
わ

る
。
近
隣
市
で
も
充
実
の
動
き

が
あ
る
が
、
待
遇
面
で
劣
る
本

市
か
ら
能
力
あ
る
人
が
引
き
抜

か
れ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

避難所運営に女性の視点を
女性職員の声も聞き進める
ともに生きる市民の会
大島　淡紅子

【
平
和
施
策
推
進
】

問　

憲
法
９
条
を
生
か
し
た

平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
を
。

答　

世
界
で
は
今
も
な
お
、

人
々
の
貴
い
命
と
平
和
な
暮
ら

し
が
理
不
尽
に
奪
わ
れ
続
け
て

い
る
こ
と
か
ら
、
国
連
で
非
暴

力
、
停
戦
の
日
と
し
て
制
定
さ

れ
た
国
際
平
和
デ
ー
で
あ
る
９

月
21
日
に
、
市
民
と
と
も
に
平

和
の
鐘
を
鳴
ら
し
、
世
界
の
恒

久
平
和
を
願
っ
て
取
り
組
む
。

【
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
】

問　

待
機
者
ゼ
ロ
を
目
指
す

市
の
取
り
組
み
は
。

答　

本
市
に
は
11
施
設
あ
り
、

定
員
は
９
５
８
人
。
待
機
者
は

昨
年
４
月
１
日
現
在
で
１
２
１

人
。
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
る
に
は
整
備
が
重
要
と

考
え
て
お
り
、
１
０
０
人
定
員

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
新

規
に
１
施
設
整
備
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
る
。

【
補
聴
器
購
入
助
成
】

問　

補
聴
器
購
入
助
成
を
。

答　

兵
庫
県
は
補
聴
器
の
装

着
前
後
に
お
け
る
、
社
会
活
動

へ
の
参
加
状
況
の
変
化
を
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
し
て
い
る
。
そ
の

結
果
を
受
け
、
補
聴
器
が
良
い

影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
市
と
し
て
も
助
成
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

【
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
】

問　

４
月
か
ら
の
待
機
に
ど

う
向
き
合
う
の
か
。

答　

民
間
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
設
置
で
待
機
児
童
解
消

を
目
指
し
て
い
る
が
、
整
備
に

時
間
を
要
す
る
た
め
校
区
内
の

児
童
館
な
ど
、
居
場
所
と
し
て

利
用
で
き
る
施
設
も
案
内
し
て

い
る
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
利
用
へ
の
補
助

も
含
め
、
至
急
検
討
を
重
ね
る
。

【
バ
ス
路
線
改
編
】

問　

高
司
、
安
倉
地
域
、
市

立
病
院
を
経
由
し
て
阪
急
仁
川

駅
と
Ｊ
Ｒ
中
山
寺
駅
を
結
ぶ
バ

ス
路
線
の
拡
充
は
。

答　

高
司
地
域
に
つ
い
て
は

何
ら
か
の
対
応
が
必
要
な
地
域

と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
。

２
０
１
９
年
に
高
司
公
共
交
通

会
議
を
立
ち
上
げ
、
移
動
ニ
ー

ズ
の
調
査
を
行
っ
た
。
コ
ロ
ナ

禍
が
収
ま
っ
た
の
で
令
和
5
年

度
中
に
は
対
話
を
再
開
す
る
。

【
奨
学
金
返
済
苦
】

問　

警
察
庁
と
厚
生
労
働
省

が
発
表
し
て
い
る
自
殺
者
の
統

計
で
は
、
自
殺
の
原
因
や
動
機

に
関
し
て
２
０
２
２
年
か
ら
奨

学
金
の
返
済
苦
が
新
項
目
で
追

加
さ
れ
て
い
る
。
若
者
が
過
労

死
や
過
労
自
殺
へ
と
追
い
込
ま

れ
る
現
実
を
放
置
す
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
返
済
中
の
貸
与

型
奨
学
金
の
負
担
軽
減
対
策
は
。

答　

県
内
で
は
兵
庫
県
の
ほ

か
、
神
戸
市
、
尼
崎
市
な
ど
計

21
市
町
が
転
入
促
進
や
、
中
小

企
業
や
保
育
・
介
護
部
門
な
ど

の
人
材
確
保
を
目
的
に
、
貸
与

型
奨
学
金
の
返
還
支
援
制
度
を

設
け
て
い
る
。
今
後
、
限
ら
れ

る
経
営
資
源
の
中
で
、
効
果
的

な
施
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

待機児童解消への取り組みは
民間の放課後児童クラブ設置
日本共産党宝塚市会議員団

田中　こう
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３月定例会の議案審議
３月定例会では市長から提出された議案、市民の皆さまから提出された請願など57件を

審議しました。主な議案審議の概要についてご報告します。
提出された議案は一部を除き、３つの常任委員会（総務・文教生活・産業建設）に付託

し、慎重に審査しました。
なお、予算特別委員会を設置して審査した令和６年度宝塚市一般会計予算案および６件

の特別会計予算案の審議概要については、２～３面をご覧ください。

市長提出議案…………………………………………………………………………51件
議員提出議案…………………………………………………………………………３件
意見書…………………………………………………………………………………２件
請願……………………………………………………………………………………１件

常任委員会への主な付託議案等

総務
常任委員会 ■宝塚市特別職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について

■令和５年度宝塚市一般会計補正予算（第10号）

など　12件（９面）

文教生活
常任委員会

■�工事請負契約（土砂災害特別警戒区域（急傾斜地）対策工事（その５））の変更につ
いて

■令和５年度宝塚市病院事業会計補正予算（第４号）

■令和６年度宝塚市病院事業会計予算

など　16件（９、10面）

産業建設
常任委員会 ■令和６年度宝塚市水道事業会計予算および令和６年度宝塚市下水道事業会計予算

■宝塚市営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定について

■�公の施設（宝塚市立温泉利用施設、宝塚市立文化芸術センター及び宝塚文化芸術セン
ター庭園）の指定管理者の指定について

など　10件（10、11面）

長
尾
台
小
学
校
敷
地
内
の
土
砂
災
害

対
策
工
事
内
容
を
変
更

概
要

■�

工
事
請
負
契
約
（
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
（
急
傾

斜
地
）
対
策
工
事
（
そ
の
５
）
）
の
変
更
に
つ
い
て

市
立
長
尾
台
小
学
校
敷
地
内
の
安
全
対
策
工
事
に
つ
い
て
、
施

工
日
数
短
縮
に
伴
い
交
通
誘
導
員
を
減
ら
す
な
ど
す
る
一
方
、

崩
壊
土
砂
防
護
柵
の
鋼
材
価
格
お
よ
び
労
務
費
上
昇
に
伴
う
差

額
発
生
等
の
た
め
、
契
約
金
額
を
約
３
７
９
８
万
円
増
額
す
る

も
の
で
す
。

原
材
料
費
高
騰
等
、
契
約

額
増
は
想
定
で
き
な
い
か
。

現
場
数
量
確
定
に
伴
う
設

計
変
更
後
で
な
い
と
差
額

計
算
で
き
な
い
算
定
方
式

で
あ
る
た
め
、
見
込
み
は

で
き
て
も
最
終
確
定
金
額

は
分
か
ら
な
い
。

当
初
計
画
の
法
面
保
護
材

施
工
時
の
騒
音
を
想
定
で

き
な
か
っ
た
の
か
。

当
初
は
一
番
安
価
な
工
法

で
設
計
積
算
し
た
が
、
学

校
と
の
協
議
で
仮
設
工
事

ヤ
ー
ド
以
外
の
プ
ラ
ン
ト

設
置
が
で
き
ず
保
護
材
を

変
更
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

問答問答 主
な
審
議
内
容

長尾台小学校の土砂災害対策工事

特
別
職
の
給
料
月
額
を
据
え
置
く

概
要

■�

宝
塚
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

宝
塚
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、
特
別
職
の

給
料
月
額
を
引
き
上
げ
た
上
で
、
引
き
続
き
減
額
措
置
を
実
施

し
て
給
料
月
額
を
据
え
置
き
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

（
反
対
討
論
）

答
申
内
容
を
尊
重
す
る
必
要
性

は
理
解
す
る
が
、
市
民
の
賃
金

上
昇
が
物
価
高
騰
に
追
い
つ
い

て
い
な
い
社
会
情
勢
は
無
視
で

き
な
い
。
特
別
職
給
料
の
自
主

カ
ッ
ト
比
率
を
上
げ
、
そ
の
期

間
を
延
長
し
た
と
し
て
も
市
民

に
与
え
る
影
響
を
考
え
る
と
賛

同
で
き
な
い
。

（
賛
成
討
論
）

答
申
内
容
を
尊
重
す
る
こ
と
に

議
員
間
で
異
論
は
な
か
っ
た
と

認
識
し
て
い
る
。
自
主
カ
ッ
ト

に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
社
会

情
勢
を
鑑
み
て
議
論
す
る
と
決

定
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
賛
成

す
る
。

討
論
（
概
要
）

賛成多数
可決

各議員の賛否　（賛成＝○、反対＝×）

会派名 たからづか真政会 公明党議員団 日本維新の会�
宝塚市議団

市民
ネット
宝塚

ともに
生きる
市民の会

日本共産
党宝塚市
会議員団

無
所
属

無
所
属

無
所
属

議員名

大
川　
裕
之

浅
谷　
亜
紀

大
島
千
都
世

桑
原
健
三
郎

冨
川
晃
太
郎

持
田　
ち
え

三
宅　
浩
二

坂
本　
篤
史

中
野　
　
正

藤
岡　
和
枝

池
田　
光
隆

伊
庭　
　
聡

中
山
ゆ
う
す
け

村
松
あ
ん
な

寺
本　
早
苗

北
野　
聡
子

北
山　
照
昭

大
島
淡
紅
子

梶
川
み
さ
お

川
口
じ
ゅ
ん

田
中　
こ
う

み
と
み
智
恵
子

泉　
　
友
紀

お
だ
た
か
子

末
永
や
よ
い

賛否 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×

病
院
事
業
会
計
補
助
金
な
ど
を
増
額

補
正

概
要

■
令
和
５
年
度
宝
塚
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

令
和
５
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
を
、
約
26
億
５
千
万

円
増
額
す
る
も
の
で
す
。
歳
入
予
算
で
は
財
政
調
整
基
金
取
り

崩
し
な
ど
を
増
額
、
歳
出
予
算
で
は
病
院
事
業
会
計
補
助
金
な

ど
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

病
院
事
業
会
計
補
助
金
と

し
て
８
億
円
計
上
さ
れ
て

い
る
。
厳
し
い
状
況
が
続

く
こ
と
は
理
解
す
る
が
、

改
善
の
た
め
の
具
体
策
は
。

厳
し
い
状
況
を
全
職
員
に

周
知
す
る
こ
と
が
先
決
。

経
営
強
化
プ
ラ
ン
の
中
の

目
標
達
成
に
向
け
、
日
々

進
捗
管
理
し
、
原
因
究
明

と
改
善
に
取
り
組
む
。

障
碍
者
相
談
支
援
事
業
委

託
過
年
度
消
費
税
分
に
つ

い
て
修
正
申
告
に
よ
り
事

業
者
に
負
担
が
生
じ
る
。

事
業
所
の
理
解
は
。

理
解
は
得
て
い
る
。

問答問答 主
な
審
議
内
容
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令
和
５
年
度
病
院
事
業
会
計
に

市
補
助
金
を
受
け
入
れ

概
要

■�
令
和
５
年
度
宝
塚
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

令
和
５
年
度
宝
塚
市
病
院
事
業
会
計
の
資
本
的
支
出
に
対
す
る

資
本
的
収
入
の
不
足
見
込
み
額
を
補
填
す
る
財
源
と
し
て
市
の

一
般
会
計
補
助
金
を
充
て
る
た
め
、
他
会
計
補
助
金
を
８
億
円

増
額
す
る
も
の
で
す
。

市
か
ら
８
億
円
の
補
填
が
な

い
と
ど
う
な
る
の
か
。　

令
和
６
年
度
病
院
事
業
会
計

当
初
予
算
で
補
正
額
と
同
額

の
不
足
額
が
上
が
り
、
地
方

公
営
企
業
法
上
好
ま
し
く
な

い
状
況
に
な
る
。

補
填
財
源
不
足
を
解
消
す
る

た
め
、
市
と
病
院
で
ど
ん
な

協
議
を
し
た
の
か
。

病
院
側
は
資
金
を
十
分
確
保

し
た
い
一
方
、
市
側
は
厳
し

い
財
政
下
で
繰
り
出
し
を
抑

え
た
い
。
病
院
経
営
を
支
え

る
た
め
必
要
最
小
限
の
額
を

ぎ
り
ぎ
り
ま
で
詰
め
８
億
円

と
決
め
た
。

問答問答 主
な
審
議
内
容

病院事業会計の補填財源見込み額・不足額
令和５年度 令和６年度

資本的収支不足額
（資本的収入－資本的支出）

△10億5,334万2千円 △11億1,642万7千円

補填財源見込み額 8億3,379万9千円 5億3,667万2千円
補填財源不足額 △2億1,954万3千円 △5億7,975万5千円

令和6年度病院事業会計予算の概要

収益的収入および支出
収入総額 134億7,443万2千円
支出総額 138億5,073万9千円
差し引き △3億7,630万7千円

収益的収入および支出
水道事業 下水道事業

事業収益 49億9,175万8千円 43億4,183万4千円

事業費用 53億4,597万2千円 46億879万2千円

差し引き △3億5,421万4千円 △2億6,695万8千円

資本的収入および支出
水道事業 下水道事業

資本的収入 16億3,540万円 21億5,524万8千円

資本的支出 35億3,084万2千円 36億587万1千円

差し引き※ △18億9,544万2千円 △14億5,062万3千円

※過年度分損益勘定留保資金等で補填

資本的収入および支出
収入総額 11億3,284万6千円
支出総額 22億4,927万3千円
差し引き※ △11億1,642万7千円
※過年度分損益勘定留保資金等で補填

令
和
６
年
度
病
院
事
業
会
計
予
算
を

可
決

概
要

■
令
和
６
年
度
宝
塚
市
病
院
事
業
会
計
予
算

令
和
６
年
度
の
年
間
入
院
患
者
数
延
べ
10
万
２
７
８
４
人
、
年

間
外
来
患
者
数
延
べ
21
万
８
０
５
０
人
、
１
日
平
均
の
入
院
患

者
数
２
８
２
人
、
外
来
患
者
数
８
９
０
人
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
た
改
修
工

事
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

全
面
改
修
は
現
実
的
で
な

く
、
新
病
院
の
建
設
を
見

据
え
必
要
最
小
限
の
工
事

に
と
ど
め
て
い
る
。

政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
経

営
改
善
へ
の
具
体
策
は
。

地
域
連
携
で
新
し
い
患
者

を
増
や
す
こ
と
と
、
治
療

後
は
回
復
期
病
院
へ
円
滑

な
転
院
を
促
す
こ
と
。
両

方
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

予
算
達
成
へ
の
課
題
は
。

看
護
師
の
マ
ン
パ
ワ
ー
不

足
が
最
重
要
課
題
。

問答問答問答 主
な
審
議
内
容

令
和
６
年
度
上
・
下
水
道
事
業
会
計

予
算
を
可
決

概
要

■
令
和
６
年
度
宝
塚
市
水
道
事
業
会
計
予
算

■
令
和
６
年
度
宝
塚
市
下
水
道
事
業
会
計
予
算

い
ず
れ
も
、
地
方
公
営
企
業
法

の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
で
す
。

水
道
料
金
の
値
上
げ
を
当

初
の
19
％
か
ら
９
・
５
％

に
し
た
が
、
赤
字
予
算
に

な
っ
て
い
る
。
19
％
の
値

上
げ
に
踏
み
切
ら
な
か
っ

た
理
由
は
。
ま
た
、
本
来

何
％
値
上
げ
を
し
て
い
れ

ば
赤
字
予
算
に
な
ら
な
か

っ
た
の
か
。

料
金
改
定
に
つ
い
て
は
、

物
価
高
騰
等
に
よ
り
市
民

生
活
が
か
な
り
厳
し
い
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
２
段

階
と
し
た
も
の
。
令
和
６

年
度
の
赤
字
幅
は
、
令
和

７
年
度
に
は
あ
る
程
度
解

消
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

問答 主
な
審
議
内
容

子
育
て
世
帯
等
、
市
営
住
宅
に
入
居

で
き
る
対
象
者
の
範
囲
を
拡
充

概
要

■�

宝
塚
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

子
育
て
世
帯
等
に
対
す
る
住
宅
支
援
の
強
化
と
し
て
入
居
で
き

る
対
象
者
を
拡
充
し
、
ま
た
、
住
宅
に
困
窮
す
る
若
者
単
身
世

帯
の
居
住
の
安
定
を
図
る
た
め
に
同
居
親
族
要
件
を
一
部
廃
止

す
る
ほ
か
、
所
要
の
整
備
を
行
う
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

今
回
の
拡
充
で
ど
の
程
度

応
募
が
増
え
る
と
想
定
し

て
い
る
の
か
。

子
育
て
世
帯
向
け
住
宅
に

つ
い
て
は
現
状
応
募
倍
率

が
低
い
状
況
に
あ
り
、
想

定
は
困
難
で
あ
る
。

単
身
者
向
け
の
間
取
り
は

あ
る
の
か
。

１
Ｄ
Ｋ
な
ど
単
身
仕
様
の

住
宅
に
加
え
て
、
従
来
２

人
以
上
で
運
用
し
て
い
た

２
Ｄ
Ｋ
の
住
戸
に
つ
い
て

も
、
近
年
の
単
身
化
の
傾

向
か
ら
単
身
向
け
住
宅
と

し
て
応
募
に
か
け
る
な
ど

の
工
夫
を
し
て
い
る
。

問答問答 主
な
審
議
内
容

市
立
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

庭
園
な
ど
の
指
定
管
理
者
を
指
定

概
要

■
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

市
立
温
泉
利
用
施
設
と
市
立
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
庭
園

に
つ
い
て
、
次
表
の
と
お
り
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。

市
立
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
候
補
者
か

ら
ア
ー
ト
だ
け
に
特
化
し

な
い
さ
ま
ざ
ま
な
展
開
が

提
案
さ
れ
、
ア
ー
ト
に
な

じ
み
の
な
い
人
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
な
工
夫
が

期
待
で
き
る
と
あ
る
。
伸

び
代
は
期
待
で
き
る
が
提

供
す
る
質
の
低
下
は
望
ま

し
く
な
い
と
考
え
る
が
。

文
化
芸
術
は
継
続
性
が
非

常
に
重
要
だ
と
考
え
て
お

り
、
現
在
の
取
り
組
み
の

よ
い
と
こ
ろ
は
継
続
し
な

が
ら
地
域
展
開
に
積
極
的

に
取
り
組
む
よ
う
提
案
を

受
け
て
い
る
。

問答 主
な
審
議
内
容

施設名 指定管理者に指定するもの

宝塚市立温泉利用施設（ナチュールスパ宝塚）
指定期間　令和６年７月１日から令和８年６月30日

株式会社 linkworks
【選定方法：非公募】

宝塚市立文化芸術センター及び宝塚文化芸術センター庭園
指定期間　令和７年４月１日から令和12年３月31日

公益財団法人宝塚市文化財団
【選定方法：公募】

◆�

観
光
・
商
工
業
の

振
興
に
関
す
る
決
議

（
概
要
）

令
和
５
年
５
月
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
２
類
か

ら
５
類
へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
社
会
へ
の
移
行
が
始
ま
っ
た
。

こ
れ
ま
で
中
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
等
が
催

さ
れ
、
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
る
一
方
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原

材
料
価
格
等
の
高
騰
の
影
響
は

大
き
く
、
２
０
２
３
年
の
飲
食

店
の
倒
産
は
、
７
６
８
件
発
生

し
、
過
去
10
年
で
最
も
少
な
か

っ
た
前
年
（
４
５
２
件
）
か
ら

１
・
７
倍
に
急
増
し
た
。
こ
れ

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

の
影
響
で
、
継
続
を
断
念
し
た

飲
食
店
が
多
く
発
生
し
た
２
０

２
０
年
の
７
８
０
件
に
次
ぐ
過

去
２
番
目
の
高
水
準
で
あ
る
。

宝
塚
市
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
高
騰
に
対
す
る
支
援
事
業

を
行
う
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
創
業
支
援
事
業
等
に
取
り
組

ん
で
は
い
る
も
の
の
、
ま
ち
の

活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

は
言
い
難
く
、
観
光
や
商
工
業

に
関
す
る
予
算
が
一
層
厳
し
く

な
っ
て
い
く
中
、
よ
り
効
率
的

・
効
果
的
な
施
策
の
実
施
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
市
内
経
済

に
関
わ
る
デ
ー
タ
を
積
極
的
に

収
集
・
分
析
し
、
施
策
の
立
案

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
、
施
策

の
効
果
を
一
層
高
め
る
た
め
に
、

地
域
経
済
循
環
率
を
上
げ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
実
施
に
は
、
市
内
事

業
者
の
協
力
、
協
働
が
不
可
欠

で
、
目
的
、
目
標
を
共
有
し
、

官
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
阪
や
京
都
か
ら
ほ
ど
近
い

立
地
を
生
か
し
て
、
急
激
に
回

復
し
て
い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

取
り
込
む
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
以
下
の
取
り
組
み

を
一
層
進
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

１�　
宝
塚
商
工
会
議
所
、
宝
塚

市
国
際
観
光
協
会
と
協
力
し
、

市
内
経
済
に
関
わ
る
デ
ー
タ

の
収
集
・
分
析
を
行
い
、
経

済
施
策
の
立
案
・
評
価
を
行

う
こ
と
。

２�　
手
塚
治
虫
記
念
館
を
は
じ

め
観
光
集
客
施
設
の
外
国
語

対
応
を
進
め
る
こ
と
。

３�　
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
排
除

す
る
こ
と
な
く
、
市
内
の
ナ

イ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
を
充
実
さ

せ
、
観
光
客
等
の
滞
在
時
間

の
拡
大
お
よ
び
市
内
消
費
額

の
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と
。

以
上
決
議
す
る
。

�

（
可
決
・
全
員
一
致
）

決議
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その他の賛否が分かれた議案
名　称 結　果

市長
提出 宝塚市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

可　　決
（賛成多数）議員

提出 宝塚市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議員の賛否　（賛成＝○、反対＝×）

会派名 たからづか真政会 公明党議員団 日本維新の会
宝塚市議団

市民ネット
宝塚

ともに生き
る市民の会

日本共産
党宝塚市
会議員団

無
所
属

無
所
属

無
所
属

議員名

大
川　
裕
之

浅
谷　
亜
紀

大
島
千
都
世

桑
原
健
三
郎

冨
川
晃
太
郎

持
田　
ち
え

三
宅　
浩
二

坂
本　
篤
史

中
野　
　
正

藤
岡　
和
枝

池
田　
光
隆

伊
庭　
　
聡

中
山
ゆ
う
す
け

村
松
あ
ん
な

寺
本　
早
苗

北
野　
聡
子

北
山　
照
昭

大
島
淡
紅
子

梶
川
み
さ
お

川
口
じ
ゅ
ん

田
中　
こ
う

み
と
み
智
恵
子

泉　
　
友
紀

お
だ
た
か
子

末
永
や
よ
い

介護保険条例の改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○
議員報酬等の条例改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

その他の賛否が全員一致した議案
名　称 結　果

市　

長　

提　

出

専決処分した事件の承認を求めることについて（令和５年度宝塚市一般会計補正予算（第９号）） 承　　認
執行機関の附属機関設置に関する条例の一部を改正する条例の制定について

可　　決

宝塚市個人番号の利用等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
宝塚市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
宝塚市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
宝塚市職員の高齢者部分休業に関する条例の制定について
宝塚市一般事務手数料条例の一部を改正する条例の制定について
宝塚市援護資金貸付基金条例を廃止する条例の制定について
宝塚市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
宝塚市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定に
ついて
宝塚市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介
護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
宝塚市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準を定める条例及び宝塚市一般事務手数料条例の一部を改正する条例の制定について
宝塚市指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
宝塚市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定につ
いて
宝塚市立子ども発達支援センター条例の一部を改正する条例の制定について
宝塚市立幼稚園の利用者負担等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
宝塚市建築事務及び住宅事務手数料条例の一部を改正する条例の制定について
宝塚市営霊園永代管理料基金条例を廃止する条例の制定について
宝塚市消防事務手数料条例の一部を改正する条例の制定について
工事請負契約（（都）荒地西山線道路新設改良工事（その１））の変更について
権利の放棄について
兵庫県市町村職員退職手当組合規約の変更に関する協議について
宝塚市監査委員の選任につき同意を求めることについて

同　　意
宝塚市公平委員会の委員選任につき同意を求めることについて
令和５年度宝塚市特別会計補正予算（５件）（国民健康保険事業費（第３号）、介護保険事業費（第４号）、後期高齢
者医療事業費（第３号）、小浜財産区（第２号）、宝塚市営霊園事業費（第４号））

可　　決損害賠償の額の決定について
令和５年度宝塚市一般会計補正予算（第１１号）
人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることについて（２件） 適　　任

議員 
提出 宝塚市議会議員の政治倫理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可　　決

請　願
名　称 結　果

介護ファミリーサポートセンターの存続を求める請願 趣旨採択

意見書
名　称 送付先 結　果

若者のオーバードーズ（薬物の過剰摂取）防止対策の強化を求める意見書 厚生労働大臣、孤独・孤立対策担当大臣
可　　決

（全員一致）地方創生に貢献するサーキュラーエコノミー（循環経済）の一層の推進を求める
意見書 経済産業大臣、環境大臣

陳　情
名　称 所管委員会 結　果

政党機関紙の庁舎内勧誘行為の実態調査を求める陳情 総務常任委員会
結論を得ず

国に「皇室典範」改正の討議を求める陳情 総務常任委員会

議
会
運
営
委
員
会
で
は

１
月
23
日
～
24
日
、
長
野

県
松
本
市
と
三
重
県
四
日

市
市
を
訪
問
。
両
市
の
議

会
改
革
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
先
進
地
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
、
調
査
に

参
加
し
た
議
員
が
報
告
し

ま
す
。

議
会
に
お
け
る

多
様
な
市
民
参
画

　

1
月
23
日　

長
野
県
松
本
市

松
本
市
の
議
会
基
本
条
例
は

平
成
21
年
（
２
０
０
９
年
）
４

月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
議
員
間

の
自
由
討
議
、
市
民
参
加
の
推

進
と
議
会
報
告
会
の
開
催
、
市

長
等
の
反
問
権
、
議
会
と
し
て

政
策
立
案
、
提
言
、
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
市
民
会
議
や
議
会
出
前

講
座
、
高
校
生
と
の
交
流
事
業
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
行
政
視
察
、

市
民
意
見
募
集
制
度
（
議
員
へ

の
手
紙
）
な
ど
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

宝
塚
市
と
人
口
規
模
や
議
会

運
営
に
お
け
る
議
会
運
営
推
進

の
取
り
組
み
が
類
似
し
て
い
る

点
が
あ
る
中
、
松
本
市
の
特
に

注
目
す
べ
き
点
は
、
高
校
生
意

見
交
流
事
業
に
お
い
て
、
街
の

自
転
車
レ
ー
ン
に
お
け
る
危
険

性
に
つ
い
て
や
、
生
活
道
路
の

イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
の
「
高
校

生
に
よ
る
請
願
」
が
全
会
一
致

で
採
択
さ
れ
た
事
例
で
す
。

ま
た
、
「
松
本
市
議
会
子
ど

も
だ
よ
り
」
の
発
行
に
つ
い
て

は
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
市
民
会

議
（
市
民
委
員
を
公
募
し
、
委

員
か
ら
議
会
に
対
す
る
意
見
提

言
）
か
ら
、
若
者
や
子
ど
も
向

け
議
会
だ
よ
り
の
発
行
に
つ
い

て
提
言
が
あ
り
、
提
言
か
ら
約

１
年
半
で
創
刊
す
る
な
ど
、
議

会
事
業
取
組
評
価
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
）
機
能
の
好
事
例
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

ほ
か
に
は
、
市
民
意
見
募
集

制
度
（
議
員
へ
の
手
紙
）
や
政

策
討
論
会
な
ど
、
市
民
参
画
の

取
り
組
み
に
対
し
て
積
極
的
に

議
会
が
関
与
し
、
進
め
て
い
る

印
象
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
視
察
を
踏
ま
え
て
、

宝
塚
市
に
お
い
て
も
市
民
参
画

を
ど
う
進
め
て
い
く
べ
き
か
を

考
え
、
今
後
の
政
策
立
案
に
生

か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

（
池
田
）

議
会
に
お
け
る

市
民
参
加
の
推
進

1
月
24
日　

三
重
県
四
日
市
市

四
日
市
市
は
宿
場
町
と
し
て
、

ま
た
陸
海
交
通
の
要
衝
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
商
業
の
ま
ち
と
し

て
繁
栄
し
て
き
ま
し
た
。
人
口

は
30
万
８
千
人
余
、
議
員
定
数

は
34
人
。
議
会
改
革
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
「
通

年
議
会
」
の
実
施
や
「
市
民
と

の
情
報
共
有
」
「
市
民
参
加
の

推
進
」
に
も
力
を
入
れ
て
お
ら

れ
ま
す
。
今
回
の
視
察
で
は
特

に
「
市
民
参
加
の
推
進
」
に
つ

い
て
伺
い
ま
し
た
。

市
民
に
よ
る
「
市
議
会
モ
ニ

タ
ー
制
度
」
を
平
成
16
年
か
ら

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年

で
は
“
な
り
手
不
足
”
“
費
用

（
手
間
）
対
効
果
”
な
ど
の
点

で
課
題
が
出
て
き
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
や
大
学
な
ど
に
出
向
い
て
、

議
会
報
告
会
と
シ
テ
ィ
・
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
合
わ
せ
て
行
い
、

市
民
と
の
情
報
共
有
と
意
見
交

換
の
場
も
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
市
民
か
ら
出
さ
れ
た

意
見
は
、
議
会
運
営
委
員
会
に

お
い
て
議
会
と
し
て
協
議
す
べ

き
意
見
と
各
常
任
委
員
会
で
協

議
す
べ
き
意
見
に
分
け
た
上
で
、

そ
れ
ぞ
れ
調
査
・
研
究
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
掲
載
す
る
な
ど
し
て
市

民
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

本
市
議
会
で
も
議
会
報
告
会

と
意
見
交
換
会
を
定
期
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
同
時
に
開

催
す
る
こ
と
の
有
用
性
を
検
討

し
て
、
よ
り
市
民
に
開
か
れ
た

市
議
会
の
実
現
を
目
指
し
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
桑
原
）

令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）

２
月
６
日
（
火
）
議
場
に
お
い

て
、
大
社
充
（
お
お
こ
そ
み
つ

る
）
芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大

学
教
授
を
お
招
き
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
学
ぶ
議
会

講
演
会
「
宝
塚
市
の
観
光
×
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
る
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
観
光
政
策
に
お

い
て
、
来
訪
者
が
地
域
に
ど
れ

だ
け
の
利
益
を
も
た
ら
し
て
い

る
の
か
を
可
視
化
、
分
析
し
て

政
策
を
立
案
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
、
観
光
振
興
と
地

域
住
民
の
暮
ら
し
の
質
の
向
上

を
両
立
し
、
住
民
に
と
っ
て
魅

力
的
な
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
が
、

来
訪
者
に
と
っ
て
も
魅
力
的
な

ま
ち
に
な
る
こ
と
な
ど
が
示
さ

れ
、
講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、

議
員
だ
け
で
な
く
、
傍
聴
さ
れ

た
市
民
の
方
か
ら
も
活
発
な
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

議
員
研
修
会
の
様
子

議
員
研
修
会

議
員
研
修
会

松本市議会での視察の様子四日市市役所前にて

議員研修会の様子

視 察 報 告 議会運営委員会
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宝
塚
市
議
会
で
は
、
市
民
と

の
意
見
交
換
を
通
じ
て
よ
り
よ

い
政
策
提
案
を
行
っ
て
い
く
た

め
「
意
見
交
換
会
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

令
和
６
年
２
月
３
日
、
コ
ロ

ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た
意
見
交

換
会
を
４
年
ぶ
り
に
再
開
し
ま

し
た
。
節
分
に
ち
な
ん
で
「
ぶ

つ
け
て
！
み
な
さ
ん
の
意
見
を

豆
の
ご
と
く
！
」
と
呼
び
か
け
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
議
会
を
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
、
議
会
ツ
ア
ー
や
議
員
シ

ー
ル
ラ
リ
ー
な
ど
も
企
画
。
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
64
人
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

盛り上がりました

意見交換会
豆
知
識

市
議
会
基
本
条
例
で
は
、

「
議
会
は
、
市
民
と
の
意

見
交
換
の
場
を
設
け
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る

政
策
立
案
能
力
等
の
強
化

と
政
策
提
案
の
拡
大
を
図

る
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

第10回

議会ツアー

参加者の声から

▲議会ツアー　冨川議長が議長室・
副議長室、議会図書室、委員会室な
どをご案内しました
▶ごあいさつ　参加者の皆さんが議
席、議員は理事者席に着席して、当
日の流れを説明しました

参
加
者
の
感
想

〇�

意
見
を
言
い
や
す
い
雰
囲
気

は
と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
う
。

〇�

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
時
間
と

テ
ー
マ
が
欲
し
い
と
思
い
ま

し
た
。

〇�

と
て
も
熱
心
な
市
民　

ち
ゃ

ん
と
聞
い
て
く
れ
る
議
員　

よ
い
意
味
で
驚
い
た
。

〇�

濃
密
な
話　

バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
年
代
の
人
と
話
が
で

き
て
よ
か
っ
た
。

〇�

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
多
く
で

て
よ
か
っ
た
。
そ
う
そ
う
！

同
じ
だ
よ
！
と
感
じ
合
え
る

と
き
が
嬉
し
か
っ
た
。

〇�

普
段
は
見
ら
れ
な
い
議
会
室

な
ど
が
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
。

子
ど
も
は
シ
ー
ル
集
め
が
と

て
も
楽
し
か
っ
た
よ
う
。

〇�

残
念
な
が
ら
働
き
世
代
の
特

に
男
性
が
少
な
か
っ
た
と
思

う
。
も
っ
と
来
て
も
ら
う
工

夫
が
必
要
だ
と
思
う
。
も
っ

と
時
間
が
欲
し
い
。

〇�

テ
ー
マ
ご
と
に
分
か
れ
た
の

で
、
他
の
部
屋
の
ご
意
見
が

聞
け
ず
じ
ま
い
で
す
。
最
後

に
重
要
な
意
見
を
か
い
つ
ま

ん
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
る
と

い
い
で
す
。

〇�

こ
の
よ
う
な
機
会
は
重
要
な

の
で
、
今
後
も
継
続
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

テーマごとに
自由に発言

テ
ー
マ
を
選
び
（
複
数
可
）
、

常
任
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
自

由
に
意
見
交
換
を
し
て
い
た
だ

く
ス
タ
イ
ル
で
開
催
。
子
ど
も

連
れ
か
ら
90
歳
の
シ
ニ
ア
ま
で

幅
広
い
年
代
の
方
か
ら
ご
発
言

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
日
い
た
だ
い
た
ご
意
見

の
一
部
が
そ
の
後
の
予
算
審
議

等
に
も
反
映
さ
れ
、
市
民
と
議

会
の
対
話
の
意
義
を
実
感
し
て

い
ま
す
。

Ⅰ
Ｃ
Ｔ
・
Ｄ
Ｘ

財
政

（
総
務
常
任
委
員
会
）

「
市
の
財
政
が
厳
し
い
中
、

市
立
病
院
を
建
て
替
え
て
存
続

経
営
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
」

「
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
財

政
の
負
担
の
仕
方
を
考
え
て
ほ

し
い
」
な
ど
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
議
論
し
ま
し
た
。

人
権
平
和（総

務
常
任
委
員
会
）

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
の
子
ど
も

が
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
」

「
人
権
教
育
を
大
切
に
」
「
同

和
問
題
の
解
決
に
向
け
た
教
育

は
？
い
ま
だ
に
就
職
差
別
や
結

婚
差
別
が
あ
る
」
な
ど
。
中
学

生
の
参
加
者
も
果
敢
に
発
言
さ

れ
ま
し
た
。

子
ど
も
・
子
育
て

市
立
病
院

（
文
教
生
活
常
任
委
員
会
）

「
育
成
会
に
入
れ
な
く
て
困

っ
て
い
る
」
と
い
う
切
実
な
訴

え
の
ほ
か
、
登
下
校
の
荷
物
の

多
さ
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
在
り
方
、
給

食
費
の
無
償
化
、
不
登
校
に
つ

い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
介
護
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
制
度
の
今
後
に
つ
い
て
の
ご

質
問
も
あ
り
ま
し
た
。

観
光
・
都
市
（
ま
ち
）

づ
く
り

（
産
業
建
設
常
任
委
員
会
）

コ
ロ
ナ
禍
以
後
の
商
業
や
道

路
の
老
朽
化
、
空
き
家
問
題
な

ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
。
他

に
「
全
国
紙
芝
居
ま
つ
り
」
で

ま
ち
を
盛
り
上
げ
る
提
案
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。

■
議
会
報
告
会

定
例
会
ご
と
に
主
な
議
案
に

つ
い
て
報
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。

12
月
定
例
会
の
議
会
報
告
会

は
１
月
20
日
（
土
）
に
中
央
公

民
館
の
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で

同
時
開
催
し
、
会
場
、
オ
ン
ラ

イ
ン
そ
れ
ぞ
れ
４
名
、
計
８
名

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。３

月
定
例
会
の
議
会
報
告
会

は
４
月
14
日
（
日
）
に
議
場
と

オ
ン
ラ
イ
ン
で
同
時
開
催
し
、

会
場
に
は
25
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
は
12
名
、
計
37
名
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
議
場
コ
ン
サ
ー
ト

３
月
定
例
会
の
初
日
に
当
た

る
２
月
13
日
、
本
会
議
開
会
前

に
、
宝
塚
市
交
響
楽
団
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
弦
楽
四
重
奏
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
ご
出
演
い
た
だ
い
た
の

は
、
バ
イ
オ
リ
ン
に
東
啓
（
ひ

が
し
け
い
）
さ
ん
、
村
上
淳
子

（
む
ら
か
み
じ
ゅ
ん
こ
）
さ
ん
、

ビ
オ
ラ
に
上
野
雅
弘
（
う
え
の

ま
さ
ひ
ろ
）
さ
ん
、
チ
ェ
ロ
に

野
村
玲
（
の
む
ら
あ
き
ら
）
さ

ん
の
４
人
で
す
。

ビ
バ
ル
デ
ィ
の
「
四
季
」
よ

り
「
春
」
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
傍
聴
席
に
は
大
勢
の
皆

さ
ま
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
和

や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
」
「
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
」
「
市

民
に
親
し
ま
れ
る
議
会
」
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

子どもも楽しめた

▲プレイルーム　託児室
（事前予約制）のほか、
子どもたちの遊び場も用
意。親御さんたちが意見
交換に集中できる環境を
整えました
◀議員シールラリー　議
員の「顔」を集めるシー
ルラリーが大好評！

おおむね満足 ………………………� 87％
今後も参加したい …………………� 95％

今後実施する意見交換会に
参加したいですか？

意見交換会を傍聴
された感想は？

参加したくない
0％

あまり参加
したくない
5%

機会があれば
参加したい
45%

参加したい
50%

満足
57%

不満
13%

とても満足
30%

とても不満
0%市

議
会
の
活
動
・
イ
ベ
ン
ト

報告

4月14日に実施した議会報告会の様子
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市議会
ホームページ

Facebook

インターネット
中継・録画配信

83.5MHz
FM宝塚

で検索宝塚市議会

本会議や委員会の開催日程
のほか、議会報告会や意見
交換会など市議会主催イベ
ントの情報をお知らせして
います。フォローを
お願いします。

毎週２回（月・木）11時55
分から５分間、市議会の話
題をお届けしています。一
般質問（録音）や議長イン
タビューなども放送
しています。

会議日程や議案審査の結果
等をご覧いただけます。ま
た、本会議や委員会の会議
録検索もできます。

本会議や一部の委員会の模様
を動画で配信しています。
スマートフォン・タブレット
でも視聴可能です。
委員会の録画配信が
スタート！！

◆
編
集
時
は
ま
だ
桜
の
蕾
が
固

か
っ
た
で
す
が
、
今
年
は
ど
ん

な
桜
が
見
ら
れ
る
か
、
楽
し
み

で
す
。
今
年
の
桜
は
ど
う
で
し

た
か
？
暖
か
く
も
な
り
、
楽
し

い
こ
と
を
計
画
し
て
、
お
出
か

け
し
ま
し
ょ
う
♪
（
み
と
み
）

◆
会
派
同
僚
議
員
の
件
で
、
ご

信
頼
を
損
ね
る
こ
と
と
な
り
お

わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。
代
わ
っ

て
広
報
広
聴
委
員
会
を
担
当
し

ま
し
た
。
今
号
は
６
年
度
予
算

審
議
等
を
掲
載
。
ぜ
ひ
最
後
ま

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
（
村
松
）

◆
３
カ
月
が
か
り
で
企
画
、
直

前
ま
で
ド
キ
ド
キ
し
た
意
見
交

換
会
。
ご
意
見
の
一
部
が
請
願

や
予
算
審
議
に
反
映
で
き
、
市

民
と
議
会
の
対
話
の
意
義
を
実

感
中
で
す
。
市
議
会
70
周
年
事

業
に
も
乞
う
ご
期
待
！
（
寺
本
）

議
員
辞
職
・
会
派
異
動

▼
田
中
美
由
紀
議
員　

一
身
上

の
都
合
に
よ
り
辞
職
（
２
月
16

日
付
）
▼
泉
友
紀
議
員　

無
所

属
か
ら
た
か
ら
づ
か
真
政
会
に

異
動
（
４
月
１
日
付
）
▼
会
派

名
を
変
更　

日
本
維
新
の
会
宝

塚
市
議
団
が
無
所
属
・
日
本
維

新
の
会
宝
塚
市
議
団
に
（
４
月

15
日
付
）
▼
末
永
や
よ
い
議
員　

無
所
属
か
ら
無
所
属
・
日
本
維

新
の
会
宝
塚
市
議
団
に
異
動

（
４
月
15
日
付
）

編
集
後
記

編
集
後
記

次号  令和6年（2024年）8月1日発行予定

●誌面へのご意見、ご感想は、下記まで。
　宝塚市議会事務局
　〒665-8665　宝塚市東洋町１番１号
　TEL 0797-77-2168（直通）
　FAX 0797-74-6902
●宅配に関しては、下記まで。
　ジャパンメッセンジャーサービス㈱
　フリーダイヤル 0120-240-324
　（９時から18時まで）

６月定例会の予定
5/17 金 議会運営委員会 6/12 水 議会運営委員会

20 月 本会議（提案理由説明） 13 木

本会議（一般質問）22 水 総務常任委員会①＋協議会 14 金

23 木 文教生活常任委員会①＋協議会 17 月

24 金 産業建設常任委員会①＋協議会 18 火 本会議（一般質問・予備日）
27 月 総務常任委員会② 20 木 協議会＋常任委員会③
28 火 文教生活常任委員会② 21 金 議会運営委員会
29 水 産業建設常任委員会② 24 月 本会議

30 木 常任委員会②（予備日） 25 火 本会議（予備日）

７月13日（土）
午後２時～４時30分
＜受付開始　午後１時30分＞

■�第１部　基調講演�

野田 聖子氏（衆議院議員）
■第２部　パネルディスカッション
　＜パネリスト＞
　　髙橋　享子氏　�武庫川女子大学 副学長（ダイバシティ担当）�

女性活躍総合研究所 所長
　　木村　恵子氏　朝日新聞出版「ＡＥＲＡ」編集長
　　土山希美枝氏　法政大学法学部 教授（公共政策、地方自治、政治学）
　　冨川晃太郎　　宝塚市議会議長　�
　　ほか

宝塚ホテル
1階「宝寿」の間
（宝塚市栄町１丁目１番33号）

お問い合わせ 宝塚市議会事務局　総務課　TEL：0797-77-２０３４

宝塚市議会
70周年記念シンポジウム

「ガラスの天井」その先へ
～女性議員が半数を超えた　多様な人材が活躍する宝塚市議会へ～

このメンバーで
「かけはし」を編集しました！
広報広聴委員会委員（◎委員長、〇副委員長）
（後列左から）�大島淡紅子、持田ちえ 

村松あんな
（前列左から）�みとみ智恵子、◎寺本早苗 

〇坂本篤史

参加費無料

日　時

会　場

←�お申し込みは
こちらから

←��詳細は�
こちらから


